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　厚労省が発表した令和6年度のと畜・食鳥検査等
に関する実態調査結果によると、6年度にと畜実績
のあると畜場は162カ所で、前年度から１カ所減少し
た。一般と畜場は159カ所あり、このうち設置者が公
共のと畜場は45カ所と前年度と変わらず、会社は84
カ所、組合・その他は30カ所と、共に１カ所減少した。
簡易と畜場は3カ所あり、うち公共は２カ所で変わら
ず、組合・その他が1カ所増加した。この結果、と畜場
設置者別の割合は公共が29・0％と前年度に比べ0・
2ポイント増、会社は51・9％と0・2ポイント減、組合・
その他は19・1％と前年度並みとなった。
　一般と畜場のと畜頭数を品種別にみると、牛は生
産基盤の回復を背景に112万3059頭（前年度比0・
9％増）と増加した。このうち会社は69万2866頭（0・
5％増）、公共は36万5001頭（1・3％増）、組合・その
他が6万5192頭（3・3％増）といずれも前年度を上
回った。と畜頭数に占める割合は、会社が61・7％（0・
3ポイント減）、公共が32・5％（0・1ポイント増）、組合・
その他が5・8％（0・1ポイント増）と、会社施設におけ
る割合が減少した。

　一方で、豚は小規模の飼養者層を中心とした廃業
により飼養頭数の減少が続いており、1617万1168
頭（1・5％減）と減少した。公共が262万8077頭（0・
１％減）、会社が1167万910頭（27・8％減）、組合・そ
の他は187万2181頭（4・8％減）といずれも前年を下
回った。と畜頭数に占める割合は、会社が72・2％（0・
2ポイント増）、公共が16・3％（0・3ポイント増）、組合・
その他が11・6％（0・4ポイント減）となった。
　このほか、馬は１万102頭（0・9％増）で、と畜の
65・1％（1・6ポイント減）を会社が占めている。めん
羊は6566頭（8・0％減）と減少に転じ、と畜の96・0％
（0・2ポイント増）を会社が占めている。山羊は3519頭
（15・4％減）と減少が続いており、と畜の62・8％（2・
3ポイント増）を会社が占めている。
　食鳥処理場数（休止中の施設を含む）は、大規模
食鳥処理場が139カ所と前年度から3カ所増加、認
定小規模食鳥処理場が1291カ所と69カ所減少し、
合計で1430カ所となった。6年度に事業継承を届け
出た食肉処理場は、大規模処理場は2施設、小規模
処理場は16施設の合計18施設。
　処理羽数は大規模処理場が8億3026万2256羽
（0.5％減）、小規模処理場が1610万360羽（4・4％
減）と共に減少し、合計で8億4636万2616羽（0・5％
減）となった。
　大規模処理場では処理した食鳥のうち、ブロイラー
が7億5528万8670羽と91・0％（0・5ポイント減）を占

めているが、小規模処理場で占める割合は
ブロイラーが597万9842羽で37・１％（2・
6ポイント減）、成鶏が763万2829羽で47・
4％（2・5ポイント減）、その他食鳥が248万
7869羽で15・5％（5・0ポイント増）と大規

模処理場に比べ分散してお
り、前年度に比べその他食
鳥の割合が増えている。

牛（総数） （割合）
365,001 (32.5%) 152,683 (34.4%) 212,318 (31.2%)

市町村 270,428 (24.1%) 120,487 (27.2%) 149,941 (22.1%)
国・都道
府県

94,573 (8.4%) 32,196 (7.3%) 62,377 (9.2%)

692,866 (61.7%) 265,447 (59.9%) 427,419 (62.9%)
65,192 (5.8%) 25,240 (5.7%) 39,952 (5.9%)

1,123,059 (100%) 443,370 (100%) 679,689 (100%)

馬 （割合） 豚 （割合） めん羊 （割合） 山羊 （割合）
442 (4.4%) 2,628,077 (16.3%) 73 (1.1%) 1,140 (32.4%)

市町村 442 (4.4%) 2,335,406 (14.4%) 73 (1.1%) 1,136 (32.3%)
国・都道
府県

0 (0.0%) 292,671 (1.8%) 0 (0.0%) 4 (0.1%)

6,572 (65.1%) 11,670,910 (72.2%) 6,305 (96.0%) 2,210 (62.8%)
3,088 (30.6%) 1,872,181 (11.6%) 188 (2.9%) 169 (4.8%)

10,102 (100%) 16,171,168 (100%) 6,566 (100%) 3,519 (100%)

一般と畜場の設置者別と畜頭数（令和6年度実績）

30カ月超え 30カ月以下
公 共

単位：頭、（）内は構成比

計

公 共

会 社
組合・その他

会 社
組合・その他

計

令和6年度のと畜場は162カ所で前年度から１カ所減
食鳥処理場は3カ所増―厚労省
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　日本政策金融公庫はこのほど、生活衛生関係営業
3141企業（うち食肉・食鳥肉販売業157企業）を対
象に行ったインバウンド対応に関するアンケート調査
（調査時期2025年6月中旬）の結果を公表した。
　それによると、1年前と比べた自店の周辺地域でみ
かける外国人観光客は、「増えた（「かなり増えた」「や
や増えた」の合計）」と回答した企業割合が31・7％と
なった。地域別にみると、「増えた」と回答した割合は、
近畿、四国で全国値を5ポイント以上上回った。
　外国人観光客の利用の有無は、「利用がある」と回
答した企業割合が44・8％となった。また、業種別にみ
ると、ホテル・旅館業が88・3％と最も高く、次いで公
衆浴場業（64・9％）、飲食業（59・8％）の順となり、食
肉・食鳥肉販売業は42・0％となった。
　外国人観光客を受け入れるための取り組みを「実
施している」と回答した企業割合は27・1％となった。
業種別にみると、ホテル・旅館業（76・0％）、飲食業
（34・0％）、公衆浴場業（31・5％）の順となり、食肉・
食鳥肉販売業は24・8％となった。また、「実施してい
る」と回答した企業に外国人観光客の受け入れに
効果のあった取り組みを尋ねたところ、「キャッシュレ
ス決済の導入」と回答した企業割合が45・0％と最
も高く、次いで「メニューや施設内の案内などの工夫」
（25・5％）、「Wi―Fiなどインターネット接続環境の

整備」(23・0％）の順となった。食肉・食鳥肉販売業で
は、前述の他「多言語でのパンフレット、チラシなどの
作成」「外国人観光客向けの商品・サービスの提供」
が、全体に比べ割合が高かった。
　今後の外国人観光客の受け入れ方針について、
「積極的に受け入れていきたい」「自然体で受け入れ
ていく」と回答した企業割合の合計は65・6％となり、
食肉・食鳥肉販売業では72・6％となった。受け入れ
る際の課題は、「店舗内の案内表示、メニュー表など
の多言語対応」と回答した企業割合が32・5％と最も
高く、次いで「多言語に対応ができる従業員の確保」
（25・1％）、「HPやSNS、店舗外観などにおける多言
語対応」（15・0％）の順となり、外国語対応に関する
課題が上位を占めた。食肉・食鳥肉販売業もほぼ同じ
だが、「キャッシュレス決済への対応」（23・9％）割合
が全体に比べ高かった。
　一方で、「できれば受け入れたくない」と回答した企
業に外国人観光客の受け入れに慎重な理由を尋ね
たところ、「言語、文化の違いから発生するトラブルを
可能な限り回避したい」と回答した企業割合が44・
2％と最も高く、次いで「多言語に対応ができる従業員
が不足している」（38・4％）、「国内客で売り上げが十
分に確保できている」（21・4％）の順となった。

生活衛生関係営業者のインバウンド対応
食肉販売業で外国人観光客「利用がある」42・0％

　◇国産物　モモの荷余り感は強く、各社とも一部
はチルフロに回す玉も。産地でも凍結に回す玉は一段
下げて600円台前半で推移してい
る。ただ、需給面では現状が大底

で、今後の気温低下に従い、モモの荷動きは良化して
いきそう。ムネは高値圏のもちあい。「この価格帯だと

原料として使いにくい」という声は
各社から挙がるが、需給は締まって
おり、当面、下がる要素は少ない。
　◇輸入物　精肉コーナーの低
価格帯商品が少ないこともあり、国
産メインで品ぞろえしていた量販店
でもタイ産、ブラジル産を増やす企
業も目立つ。特にモモは秋以降の
需要期に向けてジリ高か。

単位：円／キロ

米国産モモ正肉(240ｇUP） 460中心

米国産ジャンボレッグ(350ｇUP） 350中心

米国産ＢＩＬ 550〜570

ブラジル産モモ正肉 430〜450

ブラジル産モモ角切り 450〜470

ブラジル産皮なしモモ正肉 470中心

ブラジル産グリラー（1000gUP） 430〜450

ブラジル産手羽サキ(50ｇUP） 600中心

タイ産モモ正肉 480〜490

タイ産モモ角切り（25〜30g） 480〜490

米国産モモ串 玉なし

輸入物

ブロイラー現物相場 単位：円／キロ

モモ正肉（産地凍結） 600〜650

ムネ正肉（〃） 480〜520

手羽モト（〃） 400〜430

手羽サキ（〃） 600〜650

砂キモ（〃） 玉なし

ササミ（〃） 玉なし

国産冷凍物

【ブロイラー市中現物相場】国産モモ一段下げも、今が大底か
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　MLA豪州食肉家畜生産者事業団（トラヴィス・ブラ
ウン駐日代表）は10～11日、大阪・関西万博会場内
のオーストラリアパビリオンステージ前で、一般来場
者を対象にオージー・ラムのクッキングデモンストレー
ションおよび無料試食イベントを開催した。MLAは
オーストラリアパビリオンの正式スポンサーを務めてお
り、その一環として同イベントを実施。5月から毎月開
催しており、今回が最終回となる。
　イベントは両日ともに午前中と夕方の2部制で行わ
れ、オージー・ラムの普及促進を担う「ラムバサダー」
の東浩司シェフがクッキングステーションで「ラム焼き
そば」を調理実演。各回約500食分超（1日約1千食）
が来場者に振る舞われた。大阪・関西万博は10月中
旬に閉幕ということもあり、現在は平日でも15万人超
が来場するほどの大盛況をみせている。イベント当日
もオーストラリアパビリオン前に設けられたパフォーマ
ンスステージには多くの人が詰めかけた。
　イベントの司会を務めたMLAの三橋一法フード
サービス・シニアマネージャーは、ラム肉が「宗教に影
響されない唯一の赤身肉」であることに加えて、オー
ジー・ラムの特長である「サステナブルやアニマルウエ
ルフェアに配慮した環境で飼養された安全・安心な食
肉」「女性が不足しがちな鉄分やビタミンB群を多く含
む栄養価の高さ」などを来場者にアピール。　　
　続いて提供されたラム焼きそばは、大阪産の“地

ソース”である「ヘル
メスソース」をベー
スに、オージー・ラム
としょうがの効いた
大阪銘菓の岩おこし
をアクセントに加えて
「豪州と大阪の食文化を融合させたユニークな味わ
い」に仕上げており、イベントの参加者からも「思った
よりもクセがなく食べやすい。岩おこしの食感も面白く
ておいしい」といった好意的な声がきかれた。
　MLAは今後もさまざまなプロモーションを通じて
オージー・ラムの普及促進に努める予定。「（牛肉文化
の強い）関西ではラム肉はまだ十分に普及していると
はいえないが、イベントでの反応をみても潜在的な関
心は高い。業界の方がたもラムのポテンシャルにもっ
と注目していただきたい」（三橋マネージャー）と話す。

MLAが万博会場のオーストラリアパビリオンで
一般来場者向けにオージー・ラムを試食提供

　京都を中心に飲食店を展開する㈱RPZ（齋藤拓海
社長）は12日、新業態「蒸キゲン〜jokigen〜」を京
都・烏丸御池にオープンした。同店は業態キャッチコ
ピーを「今日も焼売でいい気がする。気づけばいつも
ジョウキゲン」と掲げ、気軽に普段使いできる価格帯
を意識したコストパフォーマンスの高い飲食店。
　店内仕込みした8種類のシューマイを看板メニュー
に、豚バラで野菜を巻いた串をせいろで蒸した「京風
お出汁で頂く野菜巻き蒸し」など、蒸し料理を中心に
創作蒸し料理を提供する。看板メニューであるシュー

京都・烏丸御池に創作蒸し料理店「蒸キゲン（じょうきげん）」オープン

マイは1個109円（税込み）。野菜巻き蒸しは1本198
円から提供。1品料理も298円からというリーズナブル
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　宮城県の小売店は、消費者の節約志向は強いと
感じるものの、仙台牛などの牛肉はある程度固定
客が中心のため、例年とほぼ同水準で推移した。
昨年に続き、輸入ビーフが高値で推移したことも
国産牛には追い風となり、交雑牛の引き合いも
強かった。豚肉は7月に歴史的な高値が続いた影
響が8月にも残り、価格高の中で仕入れに苦労し
た。特に地元のブランド豚などは暑さの影響で出
荷が減り、手当てすることが難しい状況だった。
　宮城県の小売店では前年比で客数が伸び、売
り上げは2〜3割増加した。牛・豚・鶏肉の中で
は、豚肉が売りやすかった。買い物客のことを考
えると急な値上げは避けたいが、昨年は予想を超
える物価高騰が価格設定を難しくした。今年は去
年の経験を生かし、予測を立てて計画的に経営す
ることで着実に利益を生むことができた。また、
暑い中でそれなりに焼き肉需要が見受けられ、帰
省客を含むファミリーでの購買が多かった。
　新潟県の小売店では盆休みが9連休の企業も多
く、帰省やイベント需要で売れ行きは好調だっ
た。焼き肉商材が好調で酷暑の影響からスライス
商材は例年並みで推移。物価高騰による買い控え
は顕著で、和牛などの高級商材の販売は苦戦し
た。一方、総菜は前年を上回る売れ行きだった。
　栃木県の小売店では、牛肉は買い求めやすい商
材を中心に好調に推移した。連日の猛暑の影響か
らまとめ買いする傾向が目立った。豚肉や加工品
については、売り上げ、利益共に前年並み。
　山梨県の小売店では、昨年と比べて8月の販売
量は減ったが、物価高騰に伴う価格調整もあり、

売り上げは横ばいに。大きな問題もなく利益を生
むことができた。連休中のピークは9〜11日。精
肉は豚カタロースを除いてやや売れにくく、牛肉
も苦戦した半面、から揚げ、ローストビーフ、ロ
ーストポークは売れ行き好調。
　また、ギフトは7〜8月上旬の間で焼き肉用よ
りしゃぶしゃぶ（甲州牛）がよく動いた。帰省に
よる需要は減っており、都市部では観光需要も少
ない。一方、富士北麓などの観光地では、馬刺し
が県外からの観光客に人気だった。
　東京都の小売店は基本的に旧盆中は、地方に帰
省する人が増えるため、特に売り上げが伸びる時
期ではない。ただし、浅草や日本橋などの観光地
が近いため、そういった地域のホテル・レストラ
ンなどへの納めはそれなりに増える時期。しか
し、今年は異常な猛暑で人出が減ることも多く、
またインバウンド需要なども限定的だったよう
だ。基本的には牛肉から豚肉、豚肉から鶏肉と、
より安価な商品に需要が高まっている。
　また、別の東京都の小売店では、牛肉は牛小
間、豚肉はカタロース、鶏肉はモモ肉がよく売れ
たが、8月全体の売り上げは前年並みに落ち着い
た。客数も変わらず、客単価も2千円ほど。
　静岡県の小売店では夏休み期間で焼き肉の需要
が増え、客数も増加。牛肉はカルビ、豚肉はバラ
カルビ、鶏肉はモモ焼き肉がよく出た。バーベキ
ュー需要も高かった。中元やギフト販売は、前年
とほぼ同様の動き。8月全体では、酷暑の影響か
馬刺しやしゃぶしゃぶ用などさっぱりしたものも
多く売れ、前年比110%の売り上げとなった。

旧盆商戦を振り返る③東日本小売―売れ筋は低価格商品、牛肉伸び悩む

な価格設定で、60種類のフードメニューを提供する。
　店舗を運営するRPZは、関西圏を中心に「原価ビ
ストロチーズプラス」などの業態を展開する㈱THAN
のグループ企業。2024年4月の創業以降、「蒸とアテ
ふぅふぅ」「鉄板とアテふぅふぅ」を京都市内に3店舗
営業しており、今回の新店が4店舗目となる。店舗は、
今年6月末に閉店した「やたいや烏丸店」の跡地に
オープンしており、席数は94席。内外装はできるだけ、
自前でリノベーションすることで開店コストを削減し

た。客単価は2500〜3千円を想定する。齋藤社長は
「（シューマイや串巻きなど主要商品を）手仕込みで
行っており、仕込みの手間はかかるが、蒸し料理はオ
ペレーションの面で提供しやすく、大箱での営業に適
している」と“蒸し料理の強み”を強調。
　今後の事業方針として、京都市内での蒸し料理店
のドミナント展開および、大阪府、滋賀県などの隣接
地域で「蒸しとアテふぅふぅ」のFC展開を計画してい
く。
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　関西を中心とした西日本（九州を除く）への聞き取
りでは、「前年並み」とする回答と、「前年より良かった」
とする意見がほぼ同数で中心となったが、「前年より
悪かった」とする声も一定程度みられた。「良かった」と
した企業の多くは前年同期比10％以上の増加で、非
常に良かったようだ。
　その要因は観光地の活性化が主となっており、ホテ
ル・レストラン需要やそれ以外の外食店需要によるも
のだった。インバウンド需要の高まりも要因といえるだ
ろう。大阪の事業者からは〝万博景気〟とする意見もみ
られた。
　「悪かった」とした声では、アフターコロナで飲食店
の客数が増加していた近年だったが、それが一巡し
たこと、SNSなどを中心に「7月に日本で大地震が起き
る」というデマが広がった影響でアジアからの観光客
が減少した影響などが挙げられた。
　売れ筋の部位は、牛肉では、サンカクバラ、ブリスケ
が最も売れ、次いでモモ、ヒレ、カタロースの順。バラ、
モモは焼き肉需要によるもの。今回はスライスの引き
合いがあまりなく、カタロースは需要期ではないため
売れていないという声も多かったが、一方で売れてい
たという意見も上位に挙がった。
　ロースについては動きが悪かったとする意見が多

かった。高価格帯の売れ行きが悪かったとする価格
面と、赤身志向の高まりで売りづらくなっているという
2点が挙げられ「年々売りづらくなっている」という声も
あった。その他に、カタ（ウデ）の売れ行きが悪かった
とする回答も散見された。
　豚肉では近年、人気のバラを中心に、その他ではカ
タロース、カタ、モモが売れたが、相場高の影響で例
年ほどの売れ行きにはならなかった。
　利益面では、牛肉は「前年並み」の他、「増加」とす
る回答が多かった。和牛相場が以前より下落傾向に
あることや、商品に付加価値を付けて販売しているこ
となどが理由として挙げられた。ただ、今年は売れ筋
がバラに集中したことから、余剰部位を適正価格で販
売し切れずに見切ってしまうことも少なくなく、それが
利益減につながったとされた。
　豚肉の利益については、相場高騰で減少したという
意見が多かった。また、資材や人件費が高騰している
ことも利益減につながっている。
　業界・行政への要望では、人手不足に関する悩み
がきかれた。「技能実習生などの海外からの労働力を
職種に関わらず導入しやすくしてほしい」といった意
見などが寄せられた。（連載続く）

旧盆商戦を振り返る④西日本卸―観光需要は堅調、利益は牛肉増・豚肉減

　帝国データバンク（TDB）は、「焼き肉店」の倒産発
生状況について調査・分析を行った。それによると、
2025年1～8月に発生した「焼き肉店」経営業者の倒
産（負債１千万円以上、法的整理）は32件と、年間で
最多だった24年（56件）に並ぶペースで推移してお
り、2年連続で最多を更新する可能性がある。
　25年の「焼き肉店」倒産は、これまで多数を占めた
小規模店に加え、中規模クラスの焼き肉店事業者の
倒産増加が目立った。1～8月の焼き肉店倒産に占める
「負債1億円以上」の割合は9件、28.1％となり、過去
最高となった。中心街の駅前など、高い集客力がある
店舗でも、近隣に大手チェーン店や新規店舗がオー
プンするなど競争激化に直面しており、積極的な店舗

展開を行ったものの安定的な収益を上げられず、設
備投資に伴う借り入れ負担が重荷となって倒産する
事業者もみられた。
　加えて、輸入牛肉や野菜などの原材料費が高騰す
る一方、激しい価格競争と消費者の節約志向にさら
され、メニュー価格を値上げしたくてもできないジレン
マに直面した。原材料価格では、人気の高いロイン、カ
タ、バラの各部位キロ当たりの輸入牛肉をみると、25
年4～6月の平均原価は20年から7割超の上昇となっ
た。焼き野菜やサラダなどで提供する野菜類の値上
がりも目立ち、トータルコストを推計した「焼き肉物価」
は同期間で3割上昇した。一方、焼き肉のメニュー価
格上昇は緩やかで、25年4～6月でも20年比で1割

「焼き肉店」の倒産（1～8月）は過去最多に並ぶペース―TDB
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　［牛］暑さが和らぎ、夏に減少したBBQなどイベント
消費を期待する声がきかれる。前週は３連休前であ
り、観光地向けにも荷は動いたようだが、相場に影響
するほどではなく、和牛、交雑牛ともに１週目のもちあ
い。和牛雌５等級を中心に、歩留まりなど牛の品質が
良いものは3千円を超えるものもあるが、それ以外は
値が伸びず、等級内の価格差が大きい。ただ、4等級
の中でも高品質のものは引き合いが出ている。交雑牛
は比較的堅調だが、緩みがみられる。
　末端の荷動きは全体的に低調。焼き材中心に動い
ているが、和牛のバラ系がやや鈍くなってきており、交
雑牛も堅調ながら一服感がみられる。一方、和牛カタ
ロースや交雑牛のモモ系に徐々に引き合いが出てき
た。
　今週前半はそれなりの頭数が上場されるが、後半
は少なくなくなる見込み。３連休明けということもあ
り、それなりに引き合いは出てくるだろうが大きな上

【東京食肉卸売市場】牛、豚共に強もちあい

げはなく、和牛去勢Ａ5は2300〜2400円、Ａ4は2千
〜2100円、Ａ3は1900～2千円、交雑牛去勢Ｂ4は
1600～1700円、Ｂ3は1500～1600円か。
　［豚］9月も半ばとなるが、厳しい残暑が続いている。
出荷頭数もなかなか増える気配がみられず、全国と畜
頭数は6万頭を割り込む日も散見される。
　そのため、一時は上物価格が500円台を付けるな
ど、軟調に推移してきた枝肉相場がここへきて反発。
再び700円を超える日もみられた。
　一方、この秋もさまざまな値上げなどにより、引き続
き末端消費は鈍い。学校給食の再開によって、ウデや
モモを中心にスソ物には引き合いがみられるが、ロイ
ン系などの中部位の荷動きは鈍い。
　来週も祝日があり、行楽需要などにも期待がかかる
ものの、引き続きしばらくは厳しい暑さが続く見込み。
加えてこの時期は台風による天候不良も懸念される。
　連休中の荷動きにもよるが、強もちあいか。

　［牛］上場されている和牛のBMSの違いなど仕上が
りの差異もあり、前週は和牛5等級でもかなりの価格
差が生じた。税込みで2千円を下回るA5等級もみら
れており、引き合いそのものは強くはないものの、上値
が上がっていることから、この先は少しずつ価格が上
がってきそうだ。
　和牛4等級はどの牛も2千円前後で安定しており、

底堅い需要を感じさせる。交雑牛も価格が安定してお
り、こちらもじわじわと価格が上がってきそうだ。
　［豚］一時のような800〜900円といった価格にはな
らないが、それでも600円台の高値となっており、卸売
業者としてはまだまだ厳しい価格といえよう。
　降雨が続き、気温は低下しているものの、まだこの
先も暑さが見込まれ、出荷に影響を及ぼしそうだ。

【大阪市食肉卸売市場】和牛A4は底堅い、豚出荷が少なく600円台

アップにとどまり、十分な値上げには至っていない。
　そのため、特に「リーズナブルな価格」を強みとして
いた焼き肉店などでは、原材料費の高騰を価格に転
嫁すれば客離れを招き、値上げしなければ利益が消
失する厳しい消耗戦が続き、耐え切れなくなった中小
焼き肉店が淘

とうた

汰される状況が続いた。実際に、焼き肉
レストラン「北海道焼肉プライム」の運営を手がけてい
た「こがね」（北海道、25年7月破産）は、インバウンド
需要で来客数は戻りつつあったものの、食材価格と
人件費の負担増で採算が悪化し、コロナ融資の返済

開始も相まって事業継続を断念した。
　足元では、大手チェーン各社はメニュー価格を引き
上げる他、牛肉以外に羊肉を使用したジンギスカン業
態で出店を強化し、女性客の開拓を進める動きもあ
り、焼き肉業態は厳しい競争環境が続く。TDBは「零
細店の閉店や廃業を含めれば、実際はより多くの焼
き肉店が市場から退出した。輸入牛肉など原材料価
格の高止まり、電気・ガス代、人件費など店舗運営コ
ストの負担増をメニュー価格に転嫁できない焼き肉
店の倒産は、今後も高水準で推移する」とみている。
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貿  易  統  計 (JAPAN TRADE STATISTICS) 

品別国別 (COMMODITY BY COUNTRY) (単位：1,000 円、UNIT:\1,000) 

品名・国名 

COMMODITY 

& COUNTRY 

国名 

符号 

CODE 

数量 

単位 

UNIT 

当    月 

CURRENT MONTH 

累    計 

CUMULATIVE YEAR TO DATE  

品名・国名 

COMMODITY 

& COUNTRY 

国名 

符号 

CODE 

数量 

単位 

UNIT 

当    月 

CURRENT MONTH 

累    計 

CUMULATIVE YEAR TO DATE 

数量 QUANTITY 価額 VALUE 数量 QUANTITY 価額 VALUE 数量 QUANTITY 価額 VALUE 数量 QUANTITY 価額 VALUE 

 

 

No.11 

 BRAZIL 410 KG - - 24800 11442 
 TOTAL 990 KG 540000 266824 4240000 2140378 

0506.90-010 骨粉            
 CHINA 105 KG 50 210 50 210 
 THAILND 111 KG 3020 5097 3520 72156 
 USA 304 KG 88016 8068 550098 51389 
 TOTAL 990 KG 91086 13375 553668 123755 

0506.90-090 骨及びホーンコア(加工してないもの及び脱脂し、

単に整え、酸処理し又は脱膠したもので、特定の形

状に切ったものを除く。)並びにこれらのくず(オセ

イン及び酸処理した骨を除く。) 
 CHINA 105 KG 10740 8931 102024 155629 
 TAIWAN 106 KG 41544 15207 177744 73415 
 MONGOL 107 KG - - 225 247 
 VIETNAM 110 KG 4567 5209 38514 48789 
 THAILND 111 KG 16570 13564 87688 51662 
 INDNSIA 118 KG 14413 7230 558379 83193 
 MYANMAR 122 KG 228320 19018 910130 78450 
 INDIA 123 KG - - 72364 5632 
 PAKISTN 124 KG - - 98890 6762 
 BANGLA 127 KG - - 42110 3056 
 DENMARK 204 KG - - 120690 12078 
 NETHLDS 207 KG 23600 2486 23600 2486 
 BELGIUM 208 KG 6090 701 6090 701 
 SPAIN 218 KG 456271 48719 1669568 182875 
 ITALY 220 KG 1000 275 18000 4963 
 FINLAND 222 KG 24000 2018 354340 31670 
 AUSTRIA 225 KG - - 243580 23250 
 CANADA 302 KG 383305 52344 2030475 274758 
 USA 304 KG 1850048 139520 7147824 615324 
 MEXICO 305 KG 67919 7715 547882 60406 
 PERU 407 KG - - 16293 9109 
 CHILE 409 KG - - 50002 9084 
 BRAZIL 410 KG 215158 31882 2433312 391667 
 AUSTRAL 601 KG - - 1434 817 
 NEWZELD 606 KG 19943 5611 175135 57390 
 TOTAL 990 KG 3363488 360430 16926293 2183413 
 (E.U) 991 KG 510961 54199 2435868 258023 

1601.00-900 ソーセージその他これに類する物品(肉、くず肉又

は血から製造したもの)及びこれらの物品をもとと

した調製食料品 
 R KOREA 103 KG - - 800 444 
 CHINA 105 KG 546658 377274 3497016 2423887 
 TAIWAN 106 KG - - 34284 49841 
 THAILND 111 KG 526116 407290 3273311 2554563 
 PHILPIN 117 KG 7210 5269 27198 20593 
 DENMARK 204 KG 36178 28572 469646 396851 
 U KING 205 KG - - 396 777 
 FRANCE 210 KG 21583 49875 101751 227577 
 GERMANY 213 KG - - 7491 9285 
 PORTUGL 217 KG - - 576 472 
 SPAIN 218 KG 23160 50887 189645 412909 
 ITALY 220 KG 4164 5815 97475 114980 
 FINLAND 222 KG 23013 21742 251815 227454 
 RUSSIA 224 KG 457 308 457 308 
 AUSTRIA 225 KG - - 42539 65427 
 TURKEY 234 KG - - 46249 9598 
 CANADA 302 KG 2777 5102 88593 98659 
 USA 304 KG 561116 523343 3624483 3274844 
 BRAZIL 410 KG 248196 138921 4329389 2434437 
 AUSTRAL 601 KG - - 7680 15408 
 TOTAL 990 KG 2000628 1614398 16090794 12338314 
 (E.U) 991 KG 108098 156891 1160938 1454955 

1602.10-100 均質調製品(昆虫類から成るもの) 
 R KOREA 103 KG - - 312 266 
 MYANMAR 122 KG - - 121 630 
 TOTAL 990 KG - - 433 896 

1602.20-010 その他の調製をし又は保存に適する処理をした肉、

くず肉及び血(牛又は豚の肝臓のもの)(均質調製品

を除く。) 
 PHILPIN 117 KG - - 4488 5086 
 FRANCE 210 KG - - 2525 4095 
 SPAIN 218 KG - - 20282 23275 
 TOTAL 990 KG - - 27295 32456 
 (E.U) 991 KG - - 22807 27370 

1602.20-091 その他の調製をし又は保存に適する処理をした肉、

くず肉及び血(動物(牛及び豚を除く。)の肝臓のも

の)(気密容器入りのもの)(均質調製品を除く。) 
 FRANCE 210 KG - - 1644 11652 
 BULGAR 232 KG - - 525 3267 
 TOTAL 990 KG - - 2169 14919 
 (E.U) 991 KG - - 2169 14919 

1602.20-099 その他の調製をし又は保存に適する処理をした肉、

くず肉及び血(動物(牛及び豚を除く。)の肝臓のも

の)(均質調製品を除く。)(その他のもの) 
 CHINA 105 KG 140397 99068 846456 606428 
 MONGOL 107 KG - - 200 240 
 THAILND 111 KG 8024 12276 46735 70604 
 SPAIN 218 KG - - 150 1503 
 BULGAR 232 KG - - 180 1174 
 TOTAL 990 KG 148421 111344 893721 679949 
 (E.U) 991 KG - - 330 2677 

1602.31-290 その他の調製をし又は保存に適する処理をした肉、

くず肉及び血(七面鳥のもの)(均質調製品を除

く。)(その他のもの) 
 GERMANY 213 KG 2317 2265 4077 3834 
 SPAIN 218 KG - - 24276 17892 
 TURKEY 234 KG - - 216 222 
 LITHUAN 237 KG 21184 17703 430253 350862 
 USA 304 KG - - 98 609 
 TOTAL 990 KG 23501 19968 458920 373419 
 (E.U) 991 KG 23501 19968 458606 372588 

1602.32-100 その他の調製をし又は保存に適する処理をした肉、

くず肉及び血(鶏(ガルルス・ドメスティクス)のも

の)(腸、ぼうこう又は胃の全形のもの及び断片(単

に水煮したもの)) 
 USA 304 KG - - 269 912 
 TOTAL 990 KG - - 269 912 

1602.32-210 その他の調製をし又は保存に適する処理をした肉、

くず肉及び血(鶏(ガルルス・ドメスティクス)のも

の)(牛若しくは豚の肉又は牛若しくは豚のくず肉

を含有するもの)(均質調製品を除く。) 
 R KOREA 103 KG - - 26112 13075 
 CHINA 105 KG 6600 4052 167586 88811 
 FRANCE 210 KG - - 471 1388 
 TOTAL 990 KG 6600 4052 194169 103274 
 (E.U) 991 KG - - 471 1388 

1602.32-290 その他の調製をし又は保存に適する処理をした肉、

くず肉及び血(鶏(ガルルス・ドメスティクス)のも

の)(均質調製品を除く。)(その他のもの) 
 R KOREA 103 KG 44798 32530 320322 208657 
 CHINA 105 KG 20587101 12475762 111032988 68297155 
 VIETNAM 110 KG 904711 667373 5861917 4312398 
 THAILND 111 KG 28425304 19519284 178882578 125836899 
 MALYSIA 113 KG 1425 1706 2643 3240 
 INDNSIA 118 KG 13500 6488 60115 30630 
 PAKISTN 124 KG - - 1384 1387 
 SRILANK 125 KG - - 1237 1659 
 FRANCE 210 KG - - 52140 24663 
 GERMANY 213 KG 2471 2230 5660 5067 
 TURKEY 234 KG - - 56338 27126 
 LITHUAN 237 KG 17726 12523 37106 28789 
 USA 304 KG 14144 13016 41282 37997 
 BRAZIL 410 KG 15960 8551 230990 108399 

［資料］2025年7月分の食肉輸入通関実績⑪
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令和7年（2025年）9月16日（火）　食肉速報　第11794号　（第三種郵便物認可）

（続く）

00013915z1／2025 年 07 月（2025/July） (輸入「速報値」、IMPORT「Provisional Data」) 

貿  易  統  計 (JAPAN TRADE STATISTICS) 

品別国別 (COMMODITY BY COUNTRY) (単位：1,000 円、UNIT:\1,000) 

品名・国名 

COMMODITY 

& COUNTRY 

国名 

符号 

CODE 

数量 

単位 

UNIT 

当    月 

CURRENT MONTH 

累    計 

CUMULATIVE YEAR TO DATE  

品名・国名 

COMMODITY 

& COUNTRY 

国名 

符号 

CODE 

数量 

単位 

UNIT 

当    月 

CURRENT MONTH 

累    計 

CUMULATIVE YEAR TO DATE 

数量 QUANTITY 価額 VALUE 数量 QUANTITY 価額 VALUE 数量 QUANTITY 価額 VALUE 数量 QUANTITY 価額 VALUE 

 

 

No.12 

 TOTAL 990 KG 50027140 32739463 296586700 198924066 
 (E.U) 991 KG 20197 14753 94906 58519 

1602.39-210 その他の調製をし又は保存に適する処理をした肉、

くず肉及び血(第01.05項の家きんのもの(七面鳥を

除く。))(牛若しくは豚の肉又は牛若しくは豚のく

ず肉を含有するもの) 
 FRANCE 210 KG - - 724 2234 
 TOTAL 990 KG - - 724 2234 
 (E.U) 991 KG - - 724 2234 

1602.39-290 その他の調製をし又は保存に適する処理をした肉、

くず肉及び血(第01.05項の家きんのもの(七面鳥を

除く。))(その他のもの) 
 CHINA 105 KG 787466 587140 4289929 3353414 
 THAILND 111 KG 6730 9407 23372 34279 
 FRANCE 210 KG - - 1372 5560 
 TOTAL 990 KG 794196 596547 4314673 3393253 
 (E.U) 991 KG - - 1372 5560 

1602.41-019 その他の調製をし又は保存に適する処理をした肉、

くず肉及び血(豚のもも肉及びこれを分割したも

の)(ハム及びベーコン(滅菌したものを除く。)、プ

レスハム(豚の肉又はくず肉及びつなぎから成るも

のに限る。)並びにその他の調製をし又は保存に適

する処理をした物品で豚の肉又はくず肉(1 個の重

量が10g以上のものに限る。)のみから成るもの)(課

税価格が 1kg につき、豚肉加工品に係る分岐点価格

を超えるもの) 
 CHINA 105 KG 668 3872 18977 77073 
 FRANCE 210 KG 225 829 3132 16051 
 SPAIN 218 KG - - 179 1297 
 ITALY 220 KG 954 1262 20209 25231 
 AUSTRIA 225 KG 321 502 2751 5281 
 SLOVENI 242 KG - - 37 218 
 CANADA 302 KG 4860 7857 11797 18954 
 TOTAL 990 KG 7028 14322 57082 144105 
 (E.U) 991 KG 1500 2593 26308 48078 

1602.41-090 その他の調製をし又は保存に適する処理をした肉、

くず肉及び血(豚のもも肉及びこれを分割したも

の)(その他のもの) 
 R KOREA 103 KG 18768 14040 145621 110083 
 CHINA 105 KG 103623 61592 471049 300380 
 TAIWAN 106 KG 56 206 6572 9100 
 THAILND 111 KG 31355 37383 214868 241501 
 DENMARK 204 KG - - 38400 34830 
 FRANCE 210 KG - - 17380 11543 
 USA 304 KG 172538 99231 1972435 1162763 
 TOTAL 990 KG 326340 212452 2866325 1870200 
 (E.U) 991 KG - - 55780 46373 

1602.42-019 その他の調製をし又は保存に適する処理をした肉、

くず肉及び血(豚の肩肉及びこれを分割したも

の)(ハム及びベーコン(滅菌したものを除く。)、プ

レスハム(豚の肉又はくず肉及びつなぎから成るも

のに限る。)並びにその他の調製をし又は保存に適

する処理をした物品で豚の肉又はくず肉(1 個の重

量が10g以上のものに限る。)のみから成るもの)(課

税価格が 1kg につき、豚肉加工品に係る分岐点価格

を超えるもの) 
 CHINA 105 KG - - 34902 37317 
 THAILND 111 KG 4217 5426 43120 61139 
 FRANCE 210 KG - - 73 333 
 SPAIN 218 KG 52 453 3778 8833 
 AUSTRAL 601 KG 3216 5074 7019 10950 

 TOTAL 990 KG 7485 10953 88892 118572 
 (E.U) 991 KG 52 453 3851 9166 

1602.42-090 その他の調製をし又は保存に適する処理をした肉、

くず肉及び血(豚の肩肉及びこれを分割したも

の)(その他のもの) 
 R KOREA 103 KG 13708 8515 43410 24239 
 CHINA 105 KG 68959 78406 432395 371105 
 TAIWAN 106 KG 381 482 381 482 
 THAILND 111 KG 33240 50548 122040 203472 
 SNGAPOR 112 KG 3240 18685 18113 100283 
 DENMARK 204 KG 313951 168945 881516 487962 
 IRELAND 206 KG 528000 304353 3477912 2025276 
 SPAIN 218 KG 99100 59113 485220 288915 
 CANADA 302 KG 1097380 621026 7551256 4216240 
 USA 304 KG 4857553 2699128 37917767 21372687 
 MEXICO 305 KG 880020 497576 6006920 3360042 
 CHILE 409 KG 1584200 846795 7151300 3786587 
 TOTAL 990 KG 9479732 5353572 64088230 36237290 
 (E.U) 991 KG 941051 532411 4844648 2802153 

1602.49-100 その他の調製をし又は保存に適する処理をした肉、

くず肉及び血(豚のもの)(肩肉、もも肉を除く。)(混

合物を含む。)(腸、ぼうこう又は胃の全形のもの及

び断片(単に水煮したもの)) 
 SPAIN 218 KG 47780 18053 71780 28281 
 MEXICO 305 KG 3000 652 72390 17592 
 BRAZIL 410 KG 2988 1308 124272 60629 
 TOTAL 990 KG 53768 20013 268442 106502 
 (E.U) 991 KG 47780 18053 71780 28281 

1602.49-210 その他の調製をし又は保存に適する処理をした肉、

くず肉及び血(豚のもの)(肩肉及びもも肉を除

く。)(ハム及びベーコン(滅菌したものを除く。)、

プレスハム(豚の肉又はくず肉及びつなぎから成る

ものに限る。)並びにその他の調製をし又は保存に

適する処理をした物品で豚の肉又はくず肉(1 個の

重量が 10g 以上のものに限る。)のみから成るも

の)(課税価格が1kgにつき豚肉加工品に係る分岐点

価格以下のもの) 
 SPAIN 218 KG - - 248875 214122 
 TOTAL 990 KG - - 248875 214122 
 (E.U) 991 KG - - 248875 214122 

1602.49-220 その他の調製をし又は保存に適する処理をした肉、

くず肉及び血(豚のもの)(肩肉及びもも肉を除

く。)(ハム及びベーコン(滅菌したものを除く。)、

プレスハム(豚の肉又はくず肉及びつなぎから成る

ものに限る。)並びにその他の調製をし又は保存に

適する処理をした物品で豚の肉又はくず肉(1 個の

重量が 10g 以上のものに限る。)のみから成るも

の)(課税価格が1kgにつき豚肉加工品に係る分岐点

価格を超えるもの) 
 CHINA 105 KG 51076 76804 242807 345969 
 TAIWAN 106 KG 3000 5235 37102 59101 
 THAILND 111 KG 34829 51026 141936 208820 
 SNGAPOR 112 KG - - 5112 12595 
 NETHLDS 207 KG - - 22470 30509 
 FRANCE 210 KG 1256 2913 15905 32433 
 PORTUGL 217 KG - - 32 346 
 SPAIN 218 KG 22888 33286 47183 67320 
 ITALY 220 KG 282 399 5988 7762 
 AUSTRIA 225 KG - - 3191 6984 
 CANADA 302 KG - - 20580 21214 
 USA 304 KG 26120 67821 307812 781146 
 TOTAL 990 KG 139451 237484 850118 1574199 
 (E.U) 991 KG 24426 36598 94769 145354 

［資料］2025年7月分の食肉輸入通関実績⑫
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東京・大阪枝肉相場、全国と畜頭数

［大阪食肉卸売市場］
枝肉卸売価格（生体）（１㎏当たり円、税込み）［ ］は豚規格

［東京食肉卸売市場］
枝肉卸売価格（瑕疵除く）（頭、１㎏当たり円、税込み）

［全国と畜概算頭数］
農水省統計部発表　（頭）　

５[ 極上 ] ４［上］ ３［中］ ２［並］１［等外］
和 雌 Ａ
（頭数）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）

Ｂ
（頭数）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）

和 去 Ａ
（頭数）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）

Ｂ
（頭数）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）

乳 去 B
交雑雌 B

C
交雑去 B

C
豚

（     月累計）
豚

成 牛 計
和 牛 雌
和 牛 去 勢
乳 牛 雌
乳 牛 去 勢
交 雑 雌
交 雑 去

東 京 円（前日　　　　　円）
大 阪 円（前日　　　　　円）

牛 豚 搬入牛 搬入豚 その他

と 畜 （競り） （相対）

売 買

上 中 取引頭数 市況
円 円 頭

［去勢牛 B3･2 規格　枝肉取引価格］　　　　

［豚・全農建値］　　　　

◇ 牛生体 ５ ４ ３ ２ １

和
牛

雌 Ａ 高値
安値
平均

頭 頭数
雌 Ｂ 高値

安値
平均

頭 頭数
去 Ａ 高値

安値
平均

頭 頭数
去 B 高値

安値
平均

頭 頭数

乳
牛

雌 Ｂ 頭 平均
雌 Ｃ 頭 平均
去 Ｂ 頭 平均
去 Ｃ 頭 平均

交
雑
牛

雌 Ｂ 平均
頭 頭数

雌 Ｃ 平均
頭 頭数

去 Ｂ 平均
頭 頭数

去 Ｃ 平均
頭 頭数

◇ 牛搬入 ５ ４ ３ ２ １
和 雌 Ａ

Ｂ
和 去 Ａ

Ｂ
乳 雌 Ｂ

Ｃ
乳 去 Ｂ

Ｃ
交 雌 Ｂ

Ｃ
交 去 Ｂ

Ｃ

◇ 豚 ［極上］［上］ ［中］ ［並］［等外］
生体 高値

安値
平均
頭数 (      ) (      ) (      ) (      ) (      )

搬入 高値
競り 安値

平均
頭数 (      ) (      ) (      ) (      ) (      )

搬入 高値
相対 安値

平均
頭数 (      ) (      ) (      ) (      ) (      )

と 畜 牛　　 　頭 豚　　　 頭　 牛概況
売 買 牛 　　　頭 豚 　　　頭 豚概況

52 115 もちあい
117 64 まちまち

  63 

 1 

 155 

 1 
 - 
 - 
 - 
 - 

 15 

 1 

 26 

 3 

 851  874  873  724  632 
 680  649  616  378  443 
 723  690  660  632  556 
 17  365  430  157  78 

 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  693  672  540  572 
 -  693  672  497  540 
 -  693  672  515  565 
 -  4  2  5  12 

2,470 2,114 - - -
11 7 - - -

- - - - -
- - - 2 -

2,558 2,004 1,945 - -
40 4 1 - -

- - - - -
- - - 1 -
- - - - -
- 1,825 1,534 1,431 -
- - 1,445 - -

1,946 1,809 1,481 1,618 -
- - 1,569 - -
- 651 610 432 461

 2,301  1,859  1,508  1,400  - 
 -  -  1,517  1,359  1,162 

 2,380  2,104  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  1,069  1,038 
 -  -  -  1,048  989 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  1,623  1,386  1,267  - 
 -  -  -  -  931 
 -  1,597  1,460  1,429  - 
 -  -  -  -  - 

 3,553  2,307  2,057 -  - 
 1,998  2,013  2,026 -  - 
 2,411  2,073  2,038  1,729  - 

 42  17  3  1  - 
 -  -  - -  - 
 -  -  - -  - 
 -  -  -  1,729  - 
 -  -  -  1  - 

 3,429  2,198  2,056 -  - 
 2,052  1,894  1,998 -  - 
 2,410  2,091  2,034  1,729  - 

 110  39  5  1  - 
-  -  -  -  - 
-  -  -  -  - 

 1,894  -  -  -  - 
 1  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  1,651  1,499  1,310  - 
 -  6  4  5  - 
 -  -  -  1,321  - 
 -  -  -  1  - 
 -  1,711  1,530  1,436  - 
 -  4  16  6  - 
 -  1,485  -  1,276  - 
 -  1  -  2  - 

 261  844  - 
 336  1,047  170.0  -  23  63 

60,000 62,200 602,600
4,110 3,900 43,590
1,020 940 10,190

860 1,060 11,440
600 830 7,160
320 460 4,350
630 250 5,010
680 360 5,360

1,493 1,407
1,469 1,508

9 月 12 日 9月 11日 ９

696 670 1,202 続落

9 月 12 日

9 月 12 日

9 月 12 日

9 月 12 日
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令和7年（2025年）9月16日（火）　食肉速報　第11794号　（第三種郵便物認可）

※日本食肉流通センター：①数値はすべて記載日期間中（１週間分）に収集した累積データをもとに算定しており、直近１週間の状況を示して
いる。②重量ベースでみた価格の分布。代表値は「重量中央値」であり、参考値として「第１四分位値」「第３四分位値」「刈込み平均値」を算定。
③収集した取引価格データ（単価・重量）を単価の低いものから順に並べ替えた上で取引重量を累積し、総取引重量のちょうど 50％に位置す
る単価を「重量中央値」。最低価格から順に累積したデータを４等分し、最初の境界に位置する単価を「第１四分位値」３番目の境界に位置す
る単価を「第３四分　位値」という。「刈込み平均値」は、第１四分位と第３四分位の間の重量ベースの平均値（加重平均値）。

各地の豚枝肉、豚部分肉、食鳥相場

［日本食肉流通センター］
豚カット肉［Ⅰ］（１㎏当たり円、税込み、重量㎏）

［食鳥正肉日経相場］
荷受売値平均値（㎏当たり円、税抜き）

［農水省統計情報部食鳥市況］　           
　㎏当たり円、税抜き

［主要市場豚枝肉卸売価格］　　            　 　　　（１㎏当たり円、税込み）

注：北海道はホクレン大卸売価格で、前日の全道と畜頭数。

上加重 （前　日） 中加重 （前　日） と　畜 上　場 市　況
北 海 道 ［セ］ （ ） （ ）
仙 　 台 ［中］ （ ） （ ）
栃 木 ［地］ （ ） （ ）
茨 　 城 ［地］ （ ） （ ）
群 　 馬 ［地］ （ ） （ ）
さ い た ま ［中］ （ ） （ ）
東 　 京 ［中］ （ ） （ ）
横 　 浜 ［中］ （ ） （ ）
山 　 梨 ［地］ （ ） （ ）
浜 　 松 ［地］ （ ） （ ）
名 古 屋 ［中］ （ ） （ ）
京 　 都 ［中］ （ ） （ ）
大 　 阪 ［中］ （ ） （ ）
神 　 戸 ［中］ （ ） （ ）
岡 　 山 ［地］ （ ） （ ）
広 　 島 ［中］ （ ） （ ）
福 　 岡 ［中］ （ ） （ ）

第 1 四　
分位値

重量　　
中央値

第 3 四　
分位値

刈込み　
平均値 取引重量

肩ロース
う　　 で
ロ ー ス
ば　　 ら
も　　 も
ヒ　　 レ
セ ッ ト

第 1 四　
分位値

重量　　
中央値

第 3 四　
分位値

刈込み　
平均値 取引重量

肩ロース
う　　 で
ロ ー ス
ば　　 ら
も　　 も
ヒ　　 レ
セ ッ ト

安　値 加重平均 高　値 販 売 量
（ｔ）

モ モ
ム ネ
◇大阪（２社）

安　値 加重平均 高　値 販 売 量
（ｔ）

モ モ
ム ネ

モモ肉 ムネ肉 手　羽　
モ　ト

手　羽　
サ　キ ササミ

高 値
安 値
平 均

◇東京（８社）◇首都圏

◇近畿圏

総重量　　　　　　　　㎏

総重量　　　　　　　　㎏

691 691 - - 5,962 - もちあい
635 639 599 592 376 67 続落

- 613 545 578 1,608 81 -
687 692 636 646 1,092 627 続落
735 720 599 610 1,709 289 続伸
691 703 676 692 282 276 反落
690 704 660 667 844 1,047 急落
709 700 676 671 639 637 反発

- 711 - 665 199 56 休市
- - - - - - 競り休止

749 742 704 703 - 204 強もちあい
663 432 664 664 53 77 もちあい
651 - 610 647 115 64 まちまち
639 718 633 719 - 52 -
680 679 681 675 342 291 もちあい
676 - 645 - 321 78 もちあい
680 670 645 637 508 99 続伸

1,239 1,349 1,429 1,351 63,019
799 877 930 866 129,186

1,157 1,239 1,311 1,223 158,897
1,242 1,350 1,436 1,361 144,142

775 853 889 848 171,871
1,188 1,361 1,477 1,355 15,708
1,008 1,080 1,171 1,085 966,705

1,350 1,456 1,490 1,446 52,379
788 821 896 828 107,404

1,240 1,326 1,355 1,312 88,891
1,360 1,417 1,453 1,403 106,889

777 810 887 816 158,619
1,275 1,350 1,459 1,351 9,893

999 1,070 1,210 1,095 139,199

1,649,528

663,274

684 766 960 145
524 574 730 131

681 766 1,030 3
517 553 652 3

1,040 792 550 600 650
600 532 290 360 350
774 593 - - -

9 月 12 日

9 月 5 日〜 9 月 11 日 ９月 11 日

9 月 11 日
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　食肉全般の行政、業界ニュースをはじめ、新製品や
食肉店経営のページ、量販店・外食、食肉組合、食肉市
場などのニュースのほか、週間・月間市況や全国の食肉
市場の牛・豚肉相場、食鳥相場など、国内外の生産から
商社、卸、小売まで広範な情報を掲載しています。わが
国唯一の食肉専門紙。
　発行は毎週火曜日、ブランケット判8～１2ページ、価格は年
間25,000円（税・送料込）

4,191円（送料別）Ｂ５判 472頁

B5判。

14,850円（送料別）Ｂ５判 500頁

現状分析と将来の展望、戦略構築に必
携の一冊。関係名簿、畜産・食肉需給の
動向、食肉流通の動向、食肉加工品関
係の売れ筋動向なども収録。年1回発行。

Ｂ５判 240頁

Ｂ５判 240頁

定価2,200円（送料別）

定価2,200円（送料別）
ガイドブック

ガイドブック

定価1,500円（送料別）

定価7,000円（送料別）

Ｂ５判 90頁 定価3,000円（送料別）

牛枝肉・牛部分肉の見方
牛肉の見方を簡単図解

■～食肉のプロフェッショナルを育てる～シリーズ
牛枝肉・牛部分肉について、各方面のプ
ロに幅広く取材し、「牛枝肉、牛部分肉の
ポイント」について分かりやすくまとめた待
望の入門書。

食肉業界紙のパイオニア

　食肉業界のあらゆる情報を迅速・正確に伝えるべく、日刊、週
刊、月刊の３紙を定期発行。食肉関連の情報を網羅した週刊
「食肉通信」、日々 のニュース速報に特化した日刊「食肉速報」、
市場分析などテーマ性の高い情報を詳細に掘り下げる月刊
「ミート・ジャーナル」を基幹媒体として、食肉に関する専門書籍
を多数発行しております。

　食肉関連に関する行政、業界の動向をはじめ、国
産（牛枝肉・部分肉、豚枝肉・部分肉、ブロイラー）と輸
入（米国産やカナダ産の牛肉・豚肉、豪州産牛肉な
ど）の相場市況を毎日掲載するとともに、企業情報・
企業倒産など日々 の業界ニュースをお届けします。
　発行は月曜日から金曜日、A4判14ページ、価格は年
間82,080円（税・送料込） ※軽減税率対象

　食肉の流通チャネルが多元化する中で、その時々の
最も話題性の高いテーマを多角的視野で捉え、現場を
レポート・分析。あわせて食肉・食肉製品など総菜の製造・
流通・販売の現場ですぐに役立つ技術情報などを掲載
する月刊専門誌。
　発行は毎月上旬、Ｂ５判120～150頁、価格は年間
23,100円（税・送料込）

お申し込みは電話かFAXで
お近くの食肉通信社まで

（HP）
https://www.shokuniku-sangyoten.jp/

食肉産業展■国内で唯一、
　最大級の食肉総合見本市

食のグローバル化が目覚しい発展を遂げ
る中で、和牛に象徴される日本独自の食
文化を守り今後の成長を促すため、多彩
な素材食品、加工技術、販売手法、管理
システムを一堂に集めて提案いたします。

◆イベント

定価990円

■大　阪　　〒550－0005 大阪市西区西本町3－1－48
■東　京　　〒101－0021 東京都千代田区外神田2－１４－１０

■九　州　　〒812－0029 福岡市博多区古門戸町3－12

TEL 06（6538）5505　FAX 06（6538）5510
TEL 03（6206）0929　FAX 03（6206）0928

TEL 092（271）7816　FAX 092（291）2995
※東京事務所は2025年2月10日より上記の新住所に移転しました。電話・FAX番号も変更となりましたので、宜しくお願い致します。


